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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第70期 

第２四半期 
連結累計期間 

第71期 
第２四半期 
連結累計期間 

第70期 

会計期間 
自平成28年４月１日 
至平成28年９月30日 

自平成29年４月１日 
至平成29年９月30日 

自平成28年４月１日 
至平成29年３月31日 

売上高 （百万円） 127,741 169,875 270,698 

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △194 1,314 2,651 

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 

（百万円） △379 390 1,650 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △2,197 381 2,241 

純資産額 （百万円） 43,596 47,406 47,550 

総資産額 （百万円） 109,385 144,773 125,984 

１株当たり四半期（当期）純利

益金額又は１株当たり四半期純

損失金額（△） 

（円） △14.52 14.93 63.14 

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 35.1 28.7 33.1 

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） △6,505 △12,672 △5,894 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） △607 △557 △1,862 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
（百万円） 5,143 16,564 6,282 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（百万円） 10,629 15,489 12,216 

 

回次
第70期

第２四半期
連結会計期間

第71期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 10.90 3.36 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

    ２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第70期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第70期連結会計年度及び第71期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は次のとおりであります。

＜デバイス事業＞ 

 前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりましたMarubun Semicon（Shanghai）Co.,Ltd.は、清算手続き中で

あり重要性が低下したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

＜システム事業＞

 前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりました株式会社池田医療電機は、平成29年４月１日付で当社の連

結子会社である丸文通商株式会社による吸収合併で消滅したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除

外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

（1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日～平成29年９月30日)におけるわが国の経済は、企業収益や雇用情

勢が改善し、設備投資や個人消費も持ち直しの動きが見られ、海外においても景気の緩やかな回復が続きました。

また株式市場も国内や米国を中心に堅調な推移が見られました。 

当社グループが属するエレクトロニクス業界におきましては、データセンター用サーバーや自動車向けが堅調に

推移し、ゲーム機やAVなどの民生機器も回復が進みました。またこれらの機器に搭載されるDRAMやNANDフラッシュ

などのメモリ製品や、半導体製造装置も需要の増加が続きました。 

こうした状況の下、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、前年同期比33.0％増の169,875

百万円となりました。利益面では売上の増加に加え、販売費及び一般管理費の削減に努めたことにより、営業利益

は1,753百万円（前年同期は435百万円の営業損失）、経常利益は1,314百万円（前年同期は194百万円の経常損

失）、親会社株主に帰属する四半期純利益は390百万円（前年同期は379百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（デバイス事業） 

デバイス事業は、NXPセミコンダクターズ社との代理店契約解消による減収があったものの、通信機器向け半導

体の需要が大幅に増加し、産業機器向けやゲーム機向けでも販売が増加しました。その結果、売上高は前年同期

比42.5％増の150,361百万円、セグメント利益は968百万円（前年同期は983百万円のセグメント損失）となりまし

た。 

（システム事業） 

システム事業は、産業機器向けの半導体レーザや組込み用コンピュータの需要が堅調で、人工衛星向け高信頼

性部品やレーザ微細加工装置も増加しましたが、前年同期に好調であった電子部品組立検査装置の反動減および

医用機器の需要減で売上が減少しました。その結果、売上高は前年同期比12.1％減の19,513百万円となりました

が、セグメント利益は売上総利益率の改善により、前年同期比42.8%増の790百万円となりました。 

 

（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、15,489百万円とな

り、前年同期と比較して4,859百万円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は12,672百万円（前年同期は6,505百万円の支出）となりました。これは主に仕入

債務の増加が2,340百万円あった一方で、売上債権の増加が13,240百万円、たな卸資産の増加が4,000百万円あっ

たこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は557百万円（前年同期は607百万円の支出）となりました。これは主に無形固定

資産の取得による支出が386百万円、有形固定資産の取得による支出が118百万円、有価証券の取得による支出が

116百万円あったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は16,564百万円（前年同期は5,143百万円の収入）となりました。これは主に配当

金の支払額が391百万円あった一方で、短期借入金の純増加額が17,158百万円あったこと等によるものでありま

す。
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（3）経営方針・経営戦略等 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。 

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,051,200 28,051,200
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 28,051,200 28,051,200 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（4）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成29年７月１日～ 

平成29年９月30日
－ 28,051,200 － 6,214 － 6,351
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（6）【大株主の状況】

    平成29年９月30日現在 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

ARROW ELECTRONICS，INC．

590000 

常任代理人 株式会社みずほ銀

行決済営業部 

東京都港区港南２丁目15－１ 2,350 8.38 

一般財団法人丸文財団 東京都中央区日本橋大伝馬町８－１ 2,304 8.21 

堀越 毅一 東京都港区 2,101 7.49 

株式会社千葉パブリックゴルフ

コース 
東京都中央区日本橋大伝馬町８－１ 1,399 4.99 

合同会社堀越 東京都港区赤坂４丁目14－14－1214号 800 2.85 

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口） 
東京都港区浜松町２丁目11番３号 782 2.79 

堀越 裕史 東京都港区 766 2.73 

堀越 浩司 東京都目黒区 732 2.61 

堀越 百子 東京都目黒区 602 2.15 

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１丁目８－11 524 1.87 

計 － 12,363 44.07 

（注）１．上記のほか、自己株式が1,915千株あります。

２．上記日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社

（信託口）の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は、それぞれ782千株、522千株であります。

 

（7）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  1,915,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 26,113,900 261,139 －

単元未満株式 普通株式     21,500 － －

発行済株式総数 28,051,200 － －

総株主の議決権 － 261,139 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

丸文株式会社
東京都中央区日本橋

大伝馬町８－１
1,915,800 － 1,915,800 6.83

計 － 1,915,800 － 1,915,800 6.83

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（1）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 12,584 15,840 

受取手形及び売掛金 59,635 ※ 73,640 

電子記録債権 5,807 ※ 4,733 

商品及び製品 29,385 33,094 

仕掛品 291 408 

繰延税金資産 1,149 1,156 

その他 4,947 3,652 

貸倒引当金 △90 △17 

流動資産合計 113,711 132,509 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,668 3,624 

減価償却累計額 △2,301 △2,248 

建物及び構築物（純額） 1,367 1,375 

機械装置及び運搬具 18 10 

減価償却累計額 △17 △10 

機械装置及び運搬具（純額） 0 0 

工具、器具及び備品 2,100 2,074 

減価償却累計額 △1,617 △1,603 

工具、器具及び備品（純額） 483 470 

土地 1,633 1,618 

リース資産 163 165 

減価償却累計額 △101 △108 

リース資産（純額） 62 56 

建設仮勘定 2 1 

有形固定資産合計 3,549 3,523 

無形固定資産    

のれん 448 392 

その他 699 1,014 

無形固定資産合計 1,148 1,407 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,627 3,677 

繰延税金資産 423 249 

その他 3,524 3,862 

貸倒引当金 △0 △456 

投資その他の資産合計 7,575 7,332 

固定資産合計 12,273 12,263 

資産合計 125,984 144,773 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,987 ※ 40,171 

短期借入金 25,077 42,572 

1年内返済予定の長期借入金 112 112 

リース債務 38 32 

未払法人税等 434 303 

賞与引当金 1,034 1,027 

資産除去債務 － 15 

その他 2,588 2,099 

流動負債合計 67,272 86,334 

固定負債    

長期借入金 8,988 8,932 

リース債務 73 69 

退職給付に係る負債 1,586 1,510 

役員退職慰労引当金 96 101 

資産除去債務 198 181 

その他 218 237 

固定負債合計 11,161 11,032 

負債合計 78,434 97,367 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,214 6,214 

資本剰余金 6,353 6,353 

利益剰余金 29,206 29,233 

自己株式 △1,630 △1,630 

株主資本合計 40,143 40,171 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 696 817 

繰延ヘッジ損益 6 30 

為替換算調整勘定 792 545 

退職給付に係る調整累計額 68 34 

その他の包括利益累計額合計 1,563 1,427 

非支配株主持分 5,843 5,807 

純資産合計 47,550 47,406 

負債純資産合計 125,984 144,773 
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（2）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

売上高 127,741 169,875 

売上原価 119,408 159,603 

売上総利益 8,333 10,272 

販売費及び一般管理費 ※ 8,768 ※ 8,518 

営業利益又は営業損失（△） △435 1,753 

営業外収益    

受取利息 21 34 

受取配当金 21 26 

持分法による投資利益 212 193 

為替差益 125 6 

雑収入 81 58 

営業外収益合計 462 319 

営業外費用    

支払利息 125 283 

貸倒引当金繰入額 － 365 

売上割引 52 73 

雑損失 44 35 

営業外費用合計 221 757 

経常利益又は経常損失（△） △194 1,314 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産除売却損 15 32 

投資有価証券評価損 0 171 

その他 1 7 

特別損失合計 17 211 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△212 1,104 

法人税等 △1 467 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210 636 

非支配株主に帰属する四半期純利益 168 246 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△379 390 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △210 636 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △50 121 

繰延ヘッジ損益 △37 24 

為替換算調整勘定 △2,104 △366 

退職給付に係る調整額 204 △34 

その他の包括利益合計 △1,986 △254 

四半期包括利益 △2,197 381 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,515 285 

非支配株主に係る四半期包括利益 △682 96 
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（3）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
△212 1,104 

減価償却費 188 199 

のれん償却額 56 56 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52 17 

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 △5 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △59 4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 221 △126 

受取利息及び受取配当金 △43 △60 

支払利息 125 283 

貸倒引当金繰入額 － 365 

為替差損益（△は益） △863 356 

持分法による投資損益（△は益） △212 △193 

固定資産除売却損益（△は益） 14 31 

投資有価証券評価損益（△は益） 0 171 

売上債権の増減額（△は増加） △3,385 △13,240 

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,510 △4,000 

仕入債務の増減額（△は減少） △6,398 2,340 

その他 1,012 520 

小計 △6,004 △12,174 

利息及び配当金の受取額 181 215 

利息の支払額 △128 △280 

法人税等の支払額 △557 △441 

法人税等の還付額 4 9 

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,505 △12,672 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △208 △262 

定期預金の払戻による収入 230 283 

有価証券の取得による支出 △219 △116 

有形固定資産の取得による支出 △109 △118 

無形固定資産の取得による支出 △29 △386 

投資有価証券の取得による支出 △12 △11 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
△286 － 

その他 27 52 

投資活動によるキャッシュ・フロー △607 △557 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 5,759 17,158 

長期借入金の返済による支出 △58 △56 

配当金の支払額 △470 △391 

非支配株主への配当金の支払額 △73 △132 

その他 △13 △12 

財務活動によるキャッシュ・フロー 5,143 16,564 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,103 △19 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,072 3,316 

現金及び現金同等物の期首残高 13,702 12,216 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △43 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 10,629 ※ 15,489 
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

 前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりました株式会社池田医療電機は、平成29年４月１日付で当社の連

結子会社である丸文通商株式会社による吸収合併で消滅したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除

外しております。

 前連結会計年度末まで連結の範囲に含めておりましたMarubun Semicon (Shanghai) Co.,Ltd.は、清算手続き中

であり重要性が低下したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権 

 四半期連結会計期間末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日等をもって決済処理をし

ております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形及び電子記録債権が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成29年９月30日）

受取手形 －百万円 291百万円

電子記録債権 － 101

支払手形 － 263

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
 前第２四半期連結累計期間 
（自  平成28年４月１日 

  至  平成28年９月30日） 

 当第２四半期連結累計期間 
（自  平成29年４月１日 

  至  平成29年９月30日） 

給与 3,124百万円 3,089百万円 

賞与引当金繰入額 845 823 

退職給付費用 540 155 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおり

であります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金勘定 10,966百万円 15,840百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △337 △351

現金及び現金同等物 10,629 15,489
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日 

定時株主総会
普通株式 470 18  平成28年３月31日  平成28年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月31日

取締役会
普通株式 261 10  平成28年９月30日  平成28年12月５日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 392 15  平成29年３月31日  平成29年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり 
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月31日

取締役会
普通株式 261 10  平成29年９月30日  平成29年12月４日 利益剰余金

 

- 14 -

2017/11/10 13:33:29／17307917_丸文株式会社_第２四半期報告書



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 105,536 22,205 127,741 － 127,741 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
9 165 174 △174 － 

計 105,545 22,370 127,916 △174 127,741 

セグメント利益又は損失（△） △983 553 △430 △5 △435 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5

百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用

であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

デバイス 
事業 

システム 
事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 150,361 19,513 169,875 － 169,875 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
0 314 314 △314 － 

計 150,362 19,827 170,189 △314 169,875 

セグメント利益 968 790 1,759 △5 1,753 

（注）１．セグメント利益の調整額△5百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△5百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない投資不動産に係る費用でありま

す。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）
△14円52銭 14円93銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（百万円）

△379 390

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（百万円）

△379 390

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,135 26,135

（注）１．前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

平成29年10月31日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ） 配当金の総額 ……………………………………… 261百万円

（ロ） １株当たりの金額 ………………………………… 10円00銭

（ハ） 支払請求の効力発生日及び支払開始日 ………… 平成29年12月４日

（注） 平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。

 

- 16 -

2017/11/10 13:33:29／17307917_丸文株式会社_第２四半期報告書



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年11月10日

丸文株式会社 

取締役会 御中 

 

新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 海野 隆善    印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 佐々木 浩一郎  印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸文株式会社の

平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平成29年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸文株式会社及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

    ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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